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　抄　録　会誌広報委員会では2024年特集号「DE&Iと技術革新のシナジー －知財が担う役割－」で，
DE&Iと技術革新がもたらすイノベーションについて着目しているが，日本のジェンダーギャップ指
数は146カ国中125位と世界から遅れをとっている中で，海外のジェンダーギャップ解消やイノベー
ション創出に向けた取り組みの最新の状況を知ることが必要であると考えた。本稿では，ジェンダー
ギャップの解消に向けた政策アプローチの研究をされているイノベーション・インサイトのDirector
であるジェニファー・ブラント氏とジェンダー平等のためのテクノロジーとイノベーションに向けた
活動をされているウーマン・アット・ザ　テーブルのCEO兼Founderであるケイトリン・クラフト -
ブッシュマン氏に，両名が取り組まれている活動，DE&Iと技術革新との関連性や知財が担う役割に
ついてインタビューを行った。両名からは，海外でもジェンダーギャップは存在しているが，ジェン
ダーギャップ解消に向けた知的財産からのアプローチと，AIなどのテクノロジーからのアプローチに
ついて話を伺うことができた。

会 誌 広 報 委 員 会＊
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1 ．	はじめに

近年，日本においてもDE&I推進の必要性が
増してきている。その理由としては，人材を「コ
スト」や「資源」ではなく，「資本」と捉え，
その価値を最大化することで中長期的な企業価
値向上につなげる「人的資本経営」への関心が
高まっていることもあるが，もう一つの側面と
して，日本のさらなる成長のために，人材の多
様性を広げることで新たなイノベーションを創
出することにもあると思われる。

このような環境下において，日本でのイノ
ベーション創出には知財が担う役割があるので
はないかと考え，会誌広報委員会では2024年特
集号「DE&Iと技術革新のシナジー －知財が担
う役割－」で，DE&Iと技術革新がもたらすイ
ノベーションについて着目し，知財が担う役割
について考察していくことにした。
ここで，ジェンダーギャップに着目すると，

日本のジェンダーギャップ指数は2023年は146
カ国中125位であり１），世界から遅れをとって
いる。更に日本企業の収益性・成長性は海外企
業と比べて見劣りし，収益性・成長性の源泉で
あるイノベーション能力（グローバル・イノ
ベーション・インデックス（GII））についても
＊  2023年度・2024年度　Publication and Public 

Affairs Committee

海外におけるジェンダーギャップの	
現状と解消に向けた取り組み
──Ms. Jennifer Brant，  
Ms. Caitlin Kraft-Buchmanへのインタビュー──

DE&Iと技術革新のシナジー
　－知財が担う役割－ 特　　集
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世界ランキングで日本は13位と先進国としては
低い水準となっている。そこで，諸外国のジェ
ンダーギャップ，イノベーション創出に向けた
取り組みの最新の状況を知ることで，今後の方
向性や知財が担うべき役割について何らかの知
見が得られるのではないかと思われる。

WIPOでは，2021年よりClosing the Gender 
Gap in IP２）と題して，知的財産制度への女性
の参加をテーマにしたセッションを開催してお
り，既に知財においてジェンダーギャップ解消
に向けた取り組みを行っている。
このセッションのパネリストで登壇された，

「FIVE CHALLENGES CONTRIBUTING TO 
THE IP GENDER GAP」というジェンダー
ギャップの解消に向けた政策アプローチの研究
をされているイノベーション・インサイトの
Directorであるジェニファー・ブラント氏，と
「ジェンダー平等のためのテクノロジーとイノ
ベーション」に向けた活動をされているウーマ
ン・アット・ザ　テーブルのCEO兼Founderの
ケイトリン・クラフト -ブッシュマン氏の活動
が，本特集号のテーマに合致しており，DE&I
と技術革新との関連性や知財が担う役割の示唆
が得られ，日本にとっても今後の参考になるの
ではないかと考えた。
そこで，今回両名に，取り組まれている活動，

DE&Iと技術革新との関連性や知財が担う役割
についてインタビューを行った。なお，インタ
ビューはリモートで実施した。

2 ．	Ms. Jennifer Brantインタビュー

―これまでの経歴とイノベーション・インサイ
トについて教えてください。

ジェニファー・ブラント：
イノベーション・インサイト３）は，ジュネー
ブに拠点を置くコンサルティング会社です。私
は2010年初めにこのビジネスを始めたので，ほ

ぼ14年間運営してきました。私はアメリカ人であ
りスイス人です。Oxfam，その後Sidley Austin
で勤務した後，自分の会社で働いていますが，
ジュネーブで20年以上働いています。
イノベーション・インサイトは，国内，地域，

世界の様々な政策決定プロセスとその幅広い関
係者と関わっています。私たちの仕事は，イノ
ベーション，知的財産，貿易の政策決定につい
て情報を提供し，参加することです。また，経
済開発，技術移転，中小企業，ジェンダー平等
に関連する横断的な課題にも取り組んでいます。
私たちの仕事の基盤は研究と分析です。私は
ジュネーブに拠点を置き，各国にいる専門知識
を持つコンサルタントと共に仕事をしています。
クライアントとパートナーは，通信技術，農

業，IT，バイオテクノロジー，ヘルスケアな
どの分野からきています。そして，私たちのク
ライアントも非常に多様で，企業，業界団体，
政府機関，WIPOやWTO，WHOのような国際
機関と協働しています。そして，世界中の様々
な地域の中小企業とも協働しています。また，
プロボノの仕事もたくさん行っており，これを
誇りに思っています。

写真１　ジェニファー・ブラント氏

―ジェンダーギャップの解消に関して，これま
でどのような取り組みをされてきましたか。
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ジェニファー・ブラント：
ジェンダーパリティ４）は私が掘り下げるのに
興味深い領域でした。このトピックに取り組み
始めたのは2018年のことですが，実は2015年か
らジェンダーチャンピオン５）を務めています。
これは，国際機関の長や世界各地の大使，そし
てビジネスマンの私からなるネットワークです。
私たちは，すべてのプログラムおよび私たち
の組織の内部運営においてジェンダーを主流化
する共通の目標を持っています。私たちは個人
的なコミットメントを行い，多様性のないパネ
ルで話をしないことに合意しています。
このグループの一員となったことが，より幅

広くジェンダーギャップを埋める作業への入り
口でした。私のコンサルティング業務では，イ
ノベーションや知的財産に関する多くの作業が
含まれているため，ジェンダーチャンピオンに
参加した後，知的財産とジェンダーに焦点を当
てた作業を探求し始めました。
それ以来，主にWIPOと協力し，知的財産の

多様性に関連する事項にかなり取り組んでいま
す。知的財産におけるジェンダーギャップにつ
いての認識を高め，それらに取り組む重要性に
関する出版物を作成したり，政治指導者，経済
学者，知的財産の実務家向けの知的財産に関す
る多様性セミナーを主催し，女性起業家や発明
家が知的財産権をより効果的に利用できるよう
にするための能力向上を行ったりしました。こ
れらのプロジェクトには，すべてパートナーと
一緒に取り組んでいます。パートナーシップは，
イノベーション・インサイトのほぼすべてのプ
ロジェクトの特徴です。
早い段階で，マーク・シュルツ氏，カヴェリ・

マラテ氏，ジェイシ・マクドール氏と共に
WIPO向けに論文を共同で執筆し，知的財産に
おけるジェンダーギャップに取り組むための世
界各国の有望な実践と政策を紹介しました６）。
すべてのタイプの知的財産に関するギャップが

重要であり，分析されて取り除かれるべきです
が，このプロジェクトでは知的財産における
ジェンダーギャップにのみ焦点を当てています。
最近では，エロディ・カーペンティア氏（主
著者），カテリナ・カネリア氏，ウツァフ・バー
ル氏と共著で，別のWIPO報告書を共同執筆し
ました７）。このグローバルな文献レビューは，
WIPOのワーキングペーパーとして公開され，
知的財産におけるジェンダーギャップの規模や
存在理由，それらを排除するための政策につい
ての情報を提供しています。カテリナとウツァ
フのおかげで，報告書には，これらのギャップ
に対処するために導入されているさまざまな政
策やプログラムについて，地理的地域全体で非
常に詳細な付録が含まれています。この付録は，
政策立案者や学者にとって非常に貴重なリソー
スとなるでしょう。
また，WIPOと共同で女性起業家向け能力構

築トレーニングを以前Qualcommでシニア特許
顧問だったフィル・ワズワース氏と共に実施し
ました。このトレーニングは，起業家に知的財
産権とは何か，どのように取得するかといった
基本事項だけでなく，女性たちが知的財産の専
門家のメンターとペアを組んで自分たちの知的
財産管理における戦略的な選択肢を開発する機
会を作り出しました。トレーニングが実用的で
ターゲットを絞ったものであることを確実にし
たいと考えていました。しかし，この作業をス
ケールアップすることが主な課題でした８）。
知的財産の多様性に取り組み始めてからわず

か６年間ですが，その間に作業は急速に成長し
ています。今日では，知的財産の多様性に関し
て実際に勢いがあり，より多くの政府がこの分
野での行動を優先することにコミットしていま
す。多くの人々が，経済や組織全体が，すべて
の人の才能や良いアイデアを活用することでよ
り良い結果をもたらすことを理解し始めたと思
います。
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―知的財産におけるジェンダーギャップに関す
る政策アプローチについてお聞きしたいと思いま
す。2021年の知的財産におけるジェンダーギャッ
プ解消に関する推奨事項をお持ちですね。この
推奨事項の背景と知識，および推奨事項に対す
る関係者の反応について教えてください。

ジェニファー・ブラント：
2021年に発表された私たちの論文は実際には

2019年に執筆されたものですが，さまざまな国
での知的財産におけるジェンダーギャップを埋
めるための政府の政策や取り組みに関するベス
トプラクティスを調査しました。私たちは，さ
まざまな国を調査し，非常に優れた政策の例を
見つけました。また，優れた政策の中には非常
に独創的なものもいくつかありました。たとえ
ば，インドでは，仕事に就いていない女性エン
ジニアを政府によって教育して特許審査官にす
るプログラムがありました。
同時に，多くのプログラムがまだ厳格な評価
を受けておらず，その影響を確定することはで
きなかったということがわかりました。これら
はイニシアティブが確立された「ベストプラク
ティス」であり，他の場所で自信を持って再現
できると言うには早すぎると考えました。今後
の政策立案のためのより強固な基盤を作るため
に，より多くのデータ収集と分析を求めました。
関係者がこの主要な推奨事項に肯定的に反応し
たと思います。

―知的財産におけるジェンダーギャップのデー
タ収集に関してどのような課題が浮かびあがり
ましたか？

ジェニファー・ブラント：
知的財産におけるジェンダーギャップに関す
る情報の収集と分析はそれほど簡単ではありま
せん。たとえば，一部の国では，特許出願書類

に性別を記入する欄がありますが，多くの国で
はそのような欄はありません。同時に，WIPO
名前辞書のようなツールが存在します。WIPO
には複数の言語で特許出願における発明者の名
前から性別を予測できる包括的な性別辞書を開
発しました。これは長年にわたり知的財産の多
様性の問題においてリーダーシップを示してき
たWIPOの経済チームからのものです。WIPO
は，たとえば知的財産におけるジェンダー
ギャップを研究するための方法論についての認
識を高めるために引き続き努力しており，現在
では知的財産に関する学者や経済学者のグロー
バルネットワークを結成しています。これらの
取り組みは，より多くの特許庁と政府機関がこ
れらの問題を研究するにつれて，タイミングが
良いものです。WIPOはグローバルな知的財産
のコミュニティに大きな貢献をしています。

―ありがとうございます。日本にはそのような
名前辞書や性別辞書はありませんが，WIPOに
はそのような辞書があることは認識しています。
これは非常に貴重な情報源になると思いました。

ジェニファー・ブラント：
WIPOのチームは名前辞書の改良と精度の向

上に常に取り組んでいます。これは良いニュー
スです。なぜなら，日本で新たに開発する必要
はないからです。このツールはすでに利用可能
で，日本語の名前も含まれています。もちろん，
WIPOや他の団体と協力して名前辞典を改善
し，テストを手伝うことも有用でしょう。

―知的財産におけるジェンダーギャップに関し
てどのような課題が浮かび上がりましたか？

ジェニファー・ブラント：
まず特許におけるジェンダーギャップから始

めましょう。WIPOの経済学者が，特許におけ
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るジェンダーギャップが時間とともに縮小して
いることを発見しましたが，これは非常にゆっ
くりとしています。現在のペースでは，2070年
までには解消しないと推定されています。特許
におけるジェンダーパリティはまだ遠い将来の
ことかもしれません。この分析は，エロディ・
カーペンティア氏とフリオ・ラフォ氏による重
要な論文９）から来ており，WIPOの名前辞書を
使用してPCT出願における男女の発明者の表現
を研究しています。フリオは以前にこのトピッ
クについて論文を書いており，エロディとの論
文ではその分析を更新しています。彼らの2023
年の論文は，個々の国と全世界における傾向を
提示しており，読む価値があります。
特許におけるジェンダーギャップが時間とと
もに縮小している理由は完全には明らかではあ
りません。私の直観では，社会全体でジェンダー
パリティが一般的に改善されるにつれて，特許
出願における女性の出現が増加する可能性が高
いと言えます。おそらく，他の知的財産権の利
用も増えるでしょう。
特許におけるジェンダーギャップがより迅速
に格差を埋めるために私たちができることは確
かにあります。女性の知的財産管理能力を構築
するための意識を高める素晴らしいプログラム
がいくつかあります。これらのプログラムは，
米国にあるInvent Together10）がイノベーショ
ン教育と呼ぶものを提供しています。

―我々はイノベーションを促進すれば，男女格
差は縮小すると考えています。これについてど
う思いますか？

ジェニファー・ブラント：
社会の全員のアイデア，努力，才能が活用さ

れるようにする必要があります。女性だけを見
ても，特許におけるジェンダーギャップが続く
場合，それは国または組織の半分が良いアイデ

アや発明を見逃している可能性があることを意
味します。JIPAのスタッフとメンバー企業は，
投資を誘致し，パートナーと協力し，アイデア
を保護してそのアイデアから利益を得て，それ
を市場に投入し，アイデアを市場に出すために，
知的財産が極めて重要であることをよく認識し
ていることも承知しています。なぜ私たちの半
分がこれらの目的で特許を使用できない，また
は使用しない状況を受け入れなければならない
のでしょうか？
現在のデータは，すべての条件下において，

女性は男性よりも特許などの知的財産権をあま
り使用していないことを示しています。つまり，
社会と組織は女性の優れたアイデアやソリュー
ションを見逃しています。成長と雇用創出，競
争力などの他の利点が失われる可能性がありま
す。つまり，知的財産の多様性を改善し，その
ギャップを埋めることは，利益とイノベーショ
ン，そしてより多くの優れたアイデアへのアク
セスがもたらされる理由になります。何よりも
個人の公平性と平等性の機会の問題です。社会
や組織として競争し，イノベーション競争に勝
つことだけの問題ではありません。

―政府やWIPOは政策に関して，ジェンダー
ギャップを埋めるためにはどのような議論，検
討，測定を進めるべきなのでしょうか？

ジェニファー・ブラント：
私たちは多くの異なるアプローチを見ていく

ことができ，あなたの言う通り，これらは適切
に評価され測定される必要があります。最も影
響力のある政策とプログラムを特定したいと考
えています。
技術革新自体が知的財産におけるジェンダー

ギャップを狭めるのに役立つと予測する人もい
ます。ある研究では，STEM分野の学位を取得
する女性が少ないことが知的財産の多様性に与
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える影響を分析し，STEMパイプラインなどの
構造的な問題に取り組んでいます。また，特に
女性は家庭や子供に対して多くの責任を負って
いるため，知的財産の多様性が不足しているこ
とに寄与する社会的要因を研究している人もい
ます。その後，文化的要因を考慮する必要があ
ります。例えば，一部の国では，女性が手を挙
げて功績を主張することに消極的であると報告
されています。女性は成功を個人ではなくチー
ムに帰属させる傾向があります。
では，これにどう対処すればよいのでしょう

か？　組織に対する１つのアイデアを見てみま
しょう。私たちは，知的財産への認識と管理の
ためのプロセスを企業内で取り組むことができ
ます。一部の組織はこれらのプロセスを再構築
して，女性がより存在する可能性の高い勤務時
間中に有望な発明が特定され記録されるように
しています。これにより，彼女たちが発明の貢
献に対して対価を得る可能性が高くなります。
これらのプロセスの一環として，すべての発明
者の名前が挙げられているかどうかを確認する
ための調査が行われることがあります。
教育も重要です。企業や他の組織は，歴史的
にあまり注目されていないグループの人々に知
的財産管理に関する意識を高め，情報を提供す
るプログラムを実施しています。彼らは，知的
財産の創造に貢献し，それによって認められる
ことがキャリアアップに重要である理由を理解
する必要があります。
さらに，企業内の知的財産におけるジェン
ダーギャップ解消に取り組むには，上級リー
ダーシップと中間管理職が協力する必要があり
ます。すべての人のアイデアを活用し，適切な
対価を与えることは競争上の理由から重要であ
り，従業員の定着と機会にとっても重要です。
企業はこれらの努力をトップダウンで受け入れ
る必要があります。中間管理職も巻き込むと，
組織はアンコンシャス・バイアスをより効果的

に取り扱い克服することができます。

―本当にその通りだと思います。アンコンシャ
ス・バイアスや，勤務時間外を含む発明を創出
する機会の男女差は，日本でもよく見られるも
のです。データについて何度か話していただき
ましたが，もう少し詳しく教えていただけます
か？

ジェニファー・ブラント：
米国では興味深いことに，先ほど触れた

Invent Togetherという組織が，すべての過小
評価されたグループからの発明者の男女別デー
タ収集をUSPTOに強く要求してきました。こ
れにより，効果的なプログラムと政策を実施で
きるようになりました。このグループは，ワシ
ントンで知的財産の多様性の問題を前面に押し
出しています。私は彼らと同意見で，データ収
集は知的財産におけるジェンダーギャップを解
消するための必要な第一歩だと考えています。
これは国レベル，組織レベルで重要です。私は
グローバルレベルと地域レベルも追加します。
正確なデータ収集と分析がなければ，効果的な
プログラムの開発が困難であり，進捗の追跡も
難しいです。私の同僚であるEthisphere11）のク
レイグ・モス氏は「測定しなければ改善できな
い」とよく言います。彼は正しいと思います
米国の別の取り組みであるThe Diversity 

Pledge12）という組織があり，彼らは現在，参加
企業に対して知的財産の多様性に関する統計を
公開するよう求めています。組織が自らの実績
を公にすることや，公的なコミットメントをす
ることは難しいかもしれません。人々は，彼ら
の会社が判断され，恥をかかされ，批判される
のではないかと恐れるかもしれません。しかし，
この情報を収集し分析し，共有して話し合い，
改善のための責任を負い，進捗を追跡すること
は重要です。変化と改善への公的なコミットメ
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ントは強力です。それは弱点ではなくリーダー
シップを示します。そして，他の組織の努力に
情報を提供し，触発するのに役立ちます。

―では最後の質問です。将来の展望についてお
聞かせください。知的財産の多様性に関するあ
なたの仕事に関連して，個人的におよびイノ
ベーション・インサイトにおけるあなたの目標
は何ですか？

ジェニファー・ブラント：
イノベーション・インサイトでは，能力構築

を含む様々な角度から，知的財産の多様性の問
題に今後も取り組み続けます。これには個々の
発明者や起業家，企業やその他の組織，そして
政府機関のための能力構築も含まれます。
また，出版活動も続けます。現在，企業や技
術移転機関などの組織向けに，実用的なガイダ
ンスを提供する新しい出版物の最終調整を行っ
ています。この出版物はEthisphereと共同で開
発され，内部的に知的財産の多様性を改善する
ための実用的なヒントを提供します。
性別を超えて知的財産の多様性の取り組みを
拡張する重要性を強調したいと思います。数多
くのグループが知的財産権への不平等なアクセ
スに直面しています。これらは極めて重要な問
題であり，この状況をそのままにしておくわけ
にはいきません。注目されていないすべてのグ
ループの人々が知的財産権にアクセスし，成功
裏に利用できるべきです。さまざまな理由から，
私たちの知的財産の多様性に関する取り組みは
性別に焦点を当ててスタートしましたが，これ
は将来変わる必要があります。
個人的には，ジェンダーチャンピオンネット
ワークへの参加を続けます。そこでの私の個人
的なコミットメントは，私の仕事を通じてジェ
ンダーパリティを推進し，政府関連のセクター
で女性の若手専門家をメンタリングすることで

す。もちろん，男性だけまたは女性だけのパネ
ルへの参加をしないという「パネル誓約」もあ
ります。
将来はJIPAと知的財産の多様性の問題で協

力することも含まれるかもしれません！　私の
アイデアとJIPAのメンバーとの作業を共有す
る機会をくださり，ありがとうございました。

―このインタビューに応じていただき，ありが
とうございました。

3 ．	�Ms. Caitlin Kraft -Buchmanインタ
ビュー

―これまでのあなたの経歴や，ウーマン・アッ
ト・ザ　テーブルについて紹介してください。
どのようにして設立され，その使命は何です
か？そして，これまでの活動と成果について教
えてください。

ケイトリン・クラフト -ブッシュマン：
どうもありがとうございます。私は2015年に
ウーマン・アット・ザ　テーブル13）を設立しま
した。私たちの最初の取組みは，私たちが権力
と影響力を持っていると考えていた分野，主に
男性が支配している分野に焦点を当てました。
それは，技術，経済，持続可能性，民主政治で
す。私たちの最初の取組みの一つは，ジェンダー
チャンピオンを設立することでした。元々は
ジュネーブ ジェンダー チャンピオンと呼ばれ
ていたものです。2015年に当時の米国大使と
ジュネーブの国連事務総長と私の３人で設立し
ました。
そして，９年間でかなり大きな運動に成長し
ました。私は2019年まで事務局を運営していま
したが，結局，すべての構造的な変化を検討す
ることになりました。そこで，自分たちの影響
力の範囲内で何ができるのかを考えました。例
えば，全ての男性の会議には経済や政府などあ
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らゆることを話しています。そこに女性が参加
することはできないのでしょうか。
最初の５人のメンバーの一人は，当時国連の

難民高等弁務官だったアントニオ・グテーレス
氏でした。そして，彼が国連事務総長に就任し，
ニューヨークに来てほしいと頼まれました。私
たちは，現在，ニューヨーク，ウィーン，ナイ
ロビ，ハーグ，パリ，ジュネーブに拠点があり，
ジュネーブと同様にハーグとパリでは非常に活
発な活動を行っています。その活動が１年目を
終えた頃，私たちは，自分たちの行動のすべて
においてジェンダー平等の必要性を肯定するだ
けではなく，もう少し影響力を持ちたいと考え
ました。そして，現在ではこのグループには，
多くの世界の国際機関の長，国連機関の長や大
使が参加しています。
当時のWTOは，貿易は定義上，ジェンダー・

ニュートラルであるため，ジェンダーは議論す
るには適切なトピックではないと感じていまし
た。貿易にジェンダーというものはありません
でした。しかし後に，これには根拠が全くない
ことが判明しました。女性について話すことは
できないと言う人もいました。なぜなら，ある
グループを別のグループよりも優遇することに
なり，それは本当に不公平だからです。ジェン
ダーに対してこのような意識・背景を持つ
WTOにおいて，影響力のあるグループを結成
することになりました。結局，WTO閣僚会議
では，貿易と女性の経済的エンパワーメントに
関するブエノスアイレス宣言に123人の閣僚が
署名しました。
この非常にシンプルな文書には，情報を共有
する必要があるという非常に低いレベルの宣言
があります。この国際的な世界の中で女性がど
のように関与しているかを理解する必要があり
ます。これはOECD，世界銀行，そしてWTO
の中での作業にも波及しており，現在では加盟
国の公式作業部会があり，これらの問題につい

て考えています。なぜなら，女性が国際貿易に
参加するには，人口に比例して多くの構造的障
壁があるからです。このことについて長々とお
話ししましたが，もちろん，これは知的財産に
も多くの影響を与えるからです。
２番目に起こったことは，欧州経済委員会

（ECE）の同僚が言ったことですが，みんなが
これに署名したのを見て，貿易にはジェンダー
の側面があるのではないかということです。そ
れが１年，２年と調査，探索を続け，ジェンダー
に配慮したスタンダード・イニシアティブに至
りました。ISOからIECまでの世界の様々な国
際標準化機関や地域標準化機関がスタンダー
ド・イニシアティブに署名し，標準がどのよう
にジェンダーの要素を持つかを検討していま
す。世界の環境を再び構築することは，知的財
産にも多くの影響を与えます。すでに構築され
ていた環境は欧州の男性のために構築された環
境でした。例えば化学実験室のビーカーの把手
はその基準となる男性の手の大きさに合わせて
作られています。男性の手が小さい文化の出身
であればそのビーカーは研究室で使えません。
女性の手でもうまく使えません。昨日シンガ
ポールから来た人が言っていましたが，整形外
科の外科医が使うステープラーはある程度の大
きさの男性の手の大きさに合わせて作られてい
るだけでなく，女性には不足している男性の強
い握力に合わせて作られています。これにより
女性はステープラーの扱いに失敗したり，ある
種の外科的介入に参加できなかったり，外科医
としてのキャリアを積むことができなかったり
するのは，実際の装置自体が包摂的なものでは
ないからだそうです。多種多様な人に向けたも
のではありません。
この２つのこと，それまで私にとっては目に

見えない環境であった貿易と，私たちの生活に
大きな影響を与えていた標準は，一般の人には
ほとんど見えないことであることが分かり，私
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たちを目標達成に導きました。そのようにして
私たちはここにたどり着き，これらの他の目に
見えないインフラが私たちの働き方にどのよう
に影響を与えているかを再び見ています。これ
らが私たちの行動であり，成果です。
私たちが行っている多くのことの１つは，

UN Womenが主導する「Generation Equality 
Act ion Coa l i t i on for  Techno logy and 
Innovation for Gender Equality」に積極的に参
加していることです。この連合には，ITU，
Microsoft，フィンランド政府，チリ政府，ル
ワンダ政府，ユニセフ，そして私たちも参加し
ています。また，技術とイノベーションがどの
ように変化するかにも注目しています。特許や
特許権の制度や統制がどのように機能するかに
ついては多くのことが考えられています。

写真２　ケイトリン・クラフト-ブッシュマン氏

―ウーマン・アット・ザ　テーブルが非常にハ
イレベルな人々が関与していることは非常に印
象的です。それは，この組織の立ち上げのおか
げです。国連の推進成果もあるかもしれません
が，このような影響力のある組織をどのように
して成功させたのですか。

ケイトリン・クラフト -ブッシュマン：
私はとても幸運で，本当に良いパートナーに
恵まれました。１つはウーマン・アット・ザ　

テーブルでした。ウーマン・アット・ザ　テー
ブルでは，より多くの女性に世界的な舞台で発
言してもらうことを任務としました。しかし，
簡単な仕事のように見えても，女性をステージ
に上げることはほとんど不可能だということ
が，早い段階でわかりました。女性のための居
場所がなかったからです。
そこで私たちはジェンダーチャンピオンとい

うアイデアを思いつきました。そして，オバマ
政権時代，米国大使のアイデア力がなければ，
そのアイデアは実現しませんでした。彼女は，
「ジェンダーチャンピオンに参加しない事態を
絶対に阻止しなければならない」と言っていま
した。この運動に参加しないのは恰好悪いとい
うことです。そして，先程言及したジュネーブ
の国連事務総長にこの非常に賢明な戦略がどの
ように機能したのかを尋ねました。功を奏した
のは，より多くの場を作るのに役立つ方法があ
ることを理解していただいただけでなく，多く
の年配の権力者たちのレガシーをより輝かせる
ことができたからだと思います。そして，彼ら
が権力の高い位置に女性を招待する機会ができ
たのです。

―ウーマン・アット・ザ　テーブルは，ジェン
ダー平等アルゴリズムを推進し，女性のAIへ
の関与を促進し，ジェンダーに配慮したAI政
策を推進しています。具体的にどのような活動
に携わっているのか教えていただけますか。ま
た，プログラムを推進する上で直面している障
壁や課題は何ですか。

ケイトリン・クラフト -ブッシュマン：
私たちが好んで使う言葉の中には，センシ

ティブではなくリスポンシブというものがあり
ます。なぜなら，センシティブとは，女性は繊
細であり，女性に対処する際にはセンシティブ
である必要があるという意味です。リスポンシ
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ブという考え方は，より堅牢で，よりアクティ
ブで，より進化しているので，私たちは気に入っ
ています。包摂的なアルゴリズムに関しては，
ここジュネーブの人権高等弁務官事務所との会
話や協議の中で，AI設計やAIライフサイクル
に対する人権に基づくアプローチに関するツー
ルボックス（< AI & Equality > A Human 
Rights Toolbox）14）を立ち上げました。これは，
アルゴリズムがどのように人間の尊厳を確認で
きるかを検討する規則に基づくアプローチであ
り，その目的の中心にあるのは，アルゴリズム
がどの程度社会性を備えているかということで
す。これは，アルゴリズムを見て，誰かに害を
与えていないか，それをどのように回避するか
というリスクに基づくアプローチとは対照的で
す。
そして，これは今までと異なるアプローチで

あることがわかりました。その一例として，多
くのヨーロッパの国々ではSIRIと呼ばれるシス
テムがあり，法廷に持ち込まれています。しか
し，それは生活保護受給者，つまり社会サービ
スを受けている人のための詐欺検出システムで
した。詐欺を探しただけです。しかし，それは
また，より良いサービスの質を探し，詐欺がな
いことを確認することもできました。詐欺だけ
を探しているのであれば，懲罰的なシステムで
しかありません。どうすればより良いサービス
を提供できるか，より良いサービスを提供する
ために，それに値しない間違った人に提供しな
いようにするにはどうすればいいか，と言うの
とは対照的です。
これらのアルゴリズムを包摂的なものにする
ためには，まず，技術者や弁護士だけでなく，
用途に応じて，人類学者や医師，医療従事者な
ど，さまざまな人々がテーブルを囲む必要があ
ります。
例を挙げます。2014年にAppleのHealthKitは，
亜鉛やマグネシウムなど，想像できるすべての

ものを測定していました。しかし，それは月経
周期を測定する，または月経周期のためのもの
ではありませんでした。開発部署には誰がいた
のでしょうか。
もしこの開発部署に女性がいたら，あらゆる

ものを測定するのではなく，本当は（月経周期
に関係する）血液中の亜鉛摂取量を知る必要が
あるのではないか，と言ったでしょう。彼らは
包摂的デザインのグループや影響を受けるコ
ミュニティをグループ内に持たなかったため，
多くのお金をテーブルの上に残してしまいまし
た。私たちのツールキットには，より包摂的な
アプローチを使えば，より良い製品を作ること
ができるという例がたくさんあります。
また，フェミニストAI研究ネットワーク（The 

f < A+i > r Network）15）というプロジェクト
もあり，ラテンアメリカ，中東，北アフリカ，
東南アジアにハブがあります。ここでは，この
社会性のあるAI，フェミニストAIと呼ばれる
ものの概念実証を遂行する人を探しています。
このAIは，誰もが含まれていることを確認し，
誰も取り残されないようにするのに役立ちます。
私たちは，いくつかのことを試験的に実施し，
プロトタイプを作成してきました。そのうちの
１つは，関連があるかもしれませんが，アジア
のマニラです。Saferと呼ばれるもので，マニ
ラでは非常に危険な公共交通機関で使用する女
性向けのスマートフォンアプリで，他の女性が
どこにいるのか，どこで助けを得られるのか，
どうすれば嫌がらせを止めることができるのか
を把握することができます。また，それは警察
に接続されています。現在，私たちはそれを試
験的に実施しており，基本的には警察やマニラ
首都圏のすべての異なる機関と覚書を交わして
います。私たちは，何が障壁になるのかの概念
実証のための実績を構築しようとしています。
ジェンダーとAIの考え方は，確かに非常にニッ
チで，暴力や女性の問題だけのものだと思われ

※本文の複写、転載、改変、再配布を禁止します。



知　財　管　理　Vol. 74　No. 10　2024 1221

がちですが，実際には，これらはすべての人を
助けるために使用する必要がある大きな重要な
ツールです。
女性のグループを支援することで，政策決定
システムから取り残されているすべての人を巻
き込む力を身につけることができるというの
が，私たちの変化の理論です。しかし，それを
推進する上での障壁は，お金のためだけでなく，
人々とどれほど関連性があるかを理解するため
でもあります。そして，人々はAIがどのよう
にすべてのものに含まれているかを理解してい
ないと思います。これは社会全体のアプローチ
です。そのため，それを効果的に伝えることは
非常に困難です。

―AIに関する非常に印象的な幅広い活動です
ね。そして，このようなハイテクが関係してい
るということは，実際に多くの技術者があなた
の組織に関わっていますか？

ケイトリン・クラフト -ブッシュマン：
私たちにはデータサイエンティストがいま
す。私たちは，実績を構築しようとしています。
私たちが人々に助成金を与えるとき，人々が

バランスのとれたチームで来ることを要求して
います。もしあなたが技術者なら，あなたに必
要性を示している人類学者や社会科学者は誰で
すか？と言います。
あるいは，社会科学者であれば，人々がこれ

を作ることを学ぶために，どのような技術の
人々と一緒に仕事をするのかという考えを持っ
ています。エジプトにあるチームでは，全員が
技術チームであっても，コンピュータサイエン
スのさまざまな分野で博士号を取得していて，
私たちは多くのことを学びました。ヒューマ
ン・コンピュータ・インターフェースや機械学
習，教育AIなどがあります。技術分野の中でも，
問題へのアプローチ方法が非常に異なるため，

彼らは様々なことで同意しません。私たちの役
割の１つは，どのようにして全員が議論し，そ
れぞれの分野の視点を表現できるようにするか
ということです。また，この会話をすることで
すべてを強化することもできます。

―ダイバーシティのためのイノベーションの展
望です。データの民主化やオープンプラット
フォームといった技術革新は，人々の選択肢を
広げ，ダイバーシティを促進すると考えていま
す。これについて，どのようにお考えでしょう
か。何が必要で，何が課題でしょうか。また，
ダイバーシティの拡大によって，技術革新はさ
らに進むと考えています。これについて，ご意
見をお聞かせください。

ケイトリン・クラフト -ブッシュマン：
皆が注目すると思いますが，データは特別な

基礎のようなものです。そして，良い基礎がな
ければ，AIバイアス問題の多くに良いものを
育てることはできません。トレーニングデータ
を知らない，インターネットからスクレイピン
グしていない，何も持っていない，それは完全
に偏っています。一方に偏っていて，女性を消
し去る永続サイクルです。
女性はデータ収集から取り残されています。

また，女性は伝統的に技術へのアクセスが少な
いので，女性は技術を生成するデータ収集にも
参加していません。スマホを持っていないと，
女性は収集されないデータになってしまいま
す。だから，機会があると同時に，緊急の行動
は，より良い，よりバランスのとれた，偏りの
少ないデータセットを作成し，同意やデータ保
護の21世紀の考え方や，元々知らなかったこと
の一部や，今知っている全てのことを使って，
このデータをどのように収集するかということ
だと思います。
また，医療データを例にすると，ほとんどす
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べての医療データは，白人男性から来ています。
そして，そのデータから作られたアルゴリズム
は，肌の色や民族が違う人には通用しないとい
うことです。排除されたグループが，女性を含
めて，女性がツールを作り，このイノベーショ
ンの一部になり，この発明の一部になる機会は，
素晴らしい機会だと思います。

―ウーマン・アット・ザ　テーブルの今後の目
標と，今後数年間で達成したいビジョンを教え
てください。現在，どのような課題に直面して
おり，どのように対処していく予定ですか。

ケイトリン・クラフト -ブッシュマン：
社会的，社会性のあるAIの新しい展望がた

くさん見えてきました。私たちはそれをフェミ
ニストAIと呼んでいます。社会性のあるAIと
呼んでもいいでしょう。現在，地方自治体から
連邦政府まで，すべての政府がデジタル化を進
めています。しかしながら，Excelのスプレッ
ドシートを使って機械学習をしているだけで
す。だから，彼らは，50年代，60年代，70年代
に考え出したかもしれない古いモデルを古い
データで埋め込んで，それを過度に供給してい
るだけなので，大規模には機能しないシステム
になってしまっています。
物事を非常に微妙な視点で捉え，技術を活用
して利益を生み出すことです。これは政府に
とって素晴らしい機会だと思います。政府が
ジェンダーに配慮した公共調達をAIのために
確保してほしいと思います。これは素晴らしい
知的財産の創造になると思います。このような
資金で，新しいアイデアを考える女性創業者，
女性主導のデザインチームの全く新しい経済を
生み出すことができます。なぜなら，世界中の
ベンチャーキャピタルのうち，女性創業者は２
％しかいないからです。信じられません。そし
て，その数字は昨年1.9％に下がったと思いま

す。
また，アルゴリズムが私たちの生活に影響を

与えた決定を下したかどうかを知る権利は，尊
重されています。そうすることで，このテクノ
ロジーがどのように決定を下しているのかを理
解し始め，それに接触し，同意し，それに異議
を唱えることができるようになります。そうす
ることで，システム内で人間として非主体であ
ることなく，非主体のまま私たちについての決
定が下されることがなくなります（主体的であ
る状態で決定が下される）。それが私の重要な
課題です。知る権利，ジェンダーに配慮した公
共調達，そして私たちが住みたい世界について
の想像力を高めることです。それがどうして機
能しないのか，システムがうまくいっていない
のかを説明する必要があります。しかし，私た
ちはまた，時間とエネルギーを費やして，私た
ちが本当に欲しいものは何かを本当に語り，そ
れを他の人たちを鼓舞するために，段階的に構
築する必要があると思います。

―イノベーションを利用して，エクセルデータ
の利用について言及されましたが，もちろん，
AIの世代と様々な種類のデータが今必要とさ
れています。そして今，注目されている問題は
生成AIです。そのような生成AIが新しい活動
でどのように利用されているのか，どのような
利用方法なのでしょうか？

ケイトリン・クラフト -ブッシュマン：
あからさまな人種差別と隠密な人種差別につ

いて論じた研究があります。ひどいことを言っ
た時に目の前に現れる人種差別と，その下にあ
る隠密な人種差別のことです。そして，研究者
たちは，生成AIは，ChatGPTを反復して研究
しました。どんどん高性能になってきて，あか
らさまな人種差別への対処も適切になっていき
ました。つまり人種差別的なことを言わなく
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なったのは，彼らがそれを操作してきたからで
す。しかし恐ろしいことに，その裏では，それ
自体が密かに人種差別的になっていました。
データがあまりにも人種差別的でした。それが
どのように機能するのかは誰にもわかりませ
ん。そしてご存知のように，どんなに努力して
もニューラルネットワークはいかなるものも忘
れることはありません。できることは，それを
抑えることだけです。PTSDのようなものがあ
れば，それは悪い記憶のようなものです。人種
差別的，同性愛嫌悪的，性差別的なものがすべ
て消えないのです。そして，それは私にとって
非常に，非常に憂慮すべきことです。AIが役
に立たないわけではありませんが，生成AIが
役に立たない可能性があります。

―インタビューに応じていただき，ありがとう
ございました。

4 ．	おわりに

今回，国連やWIPO等ハイレベルの国際機関
で活躍されているジェニファー・ブラント氏と
ケイトリン・クラフト -ブッシュマン氏とのイ
ンタビューの機会を得ることができたのはとて
も貴重であり，また，異なった観点で非常に興
味深い話を聞くことができた。
ジェニファー・ブラント氏からは知的財産に
おけるジェンダーギャップに関するデータ収集
と分析の重要性について認識を深めることがで
きた。WIPOなどが男性と女性の発明者比率を
調査と解析を通じて，知的財産におけるジェン
ダーギャップの進捗を追跡している点が印象深
かった。レイグ・モス氏の発言である「測定し
なければ改善できない」にあるように，日本で
のジェンダーギャップの改善のためにはまずは
測定が必要であるように思われる。
ケイトリン・クラフト -ブッシュマン氏から

は，女性の技術やデータへのアクセスの公平性

や，テクノロジーやAIに関するジェンダーギャッ
プ解消に向けた様々なアプローチが非常に印象
的であった。AIがジェンダーギャップに対し
て負の影響を与えている中で，多様性のある人
材を一つのテーブルに集めて議論したり，ネッ
トワークを形成することによってAIによって
発生するバイアスを解消していく手法が，日本
でも参考になるのではないかと思われる。
本稿を通じて，日本でのジェンダーギャップ
解消に向けた取り組みの参考になることを期待
したい。インタビュアーは，上野専務理事と会
誌広報委員会が担当した。
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